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行程表 
 

8：30 奈良駅出発  西名阪有料道路 香芝 IC 経由 

（車中解説） 

9：30 案内人と合流 

壺井八幡入口へ・・・壺井八幡・通法寺跡・源氏３代墓を見学 

徒歩約 50 分 

 

10：20 敏達天皇陵着・・・徒歩往復約２０分 

 

11：00 葉室古墳公園着・・・見学と昼食 約４０分 

 

12：00 推古天皇陵着・・・・推古天皇陵・二子塚古墳 徒歩約３０分 

 

12：40 磯長神社着・・・・・磯長神社・小野妹子墓 約１０分 

 

（車窓より見学）用明天皇陵 

13：00 叡福寺Ｐ着・・・・・叡福寺・聖徳太子御廟 約４０分 

案内人はここまで 

 

14：00 出発   

1４：20 近つ飛鳥博物館・・・秋季特別展示と自由見学 約 50 分 

 

15：10 帰途に就く 

17：00 近鉄奈良駅着 



磯 E

し

AAE長谷 E

ながだに

Aについて 
 

二上山の山麓から西の石川の流域にかけて広がる磯長谷から羽曳野市駒谷

にかけての谷地は「河内飛鳥」もしくは「近つ飛鳥」と呼ばれ、古墳時代中期

以降、朝鮮半島から渡来した多くの技術者が定住した。この地は古代有力豪族

の勢力下にあり、磯長（しなが）の地名は族息長（おきなが）氏に因むものと

言われ、太子町役場北の『春日』の地名は和邇氏の、役所南の『山田』は蘇我

氏の根拠地であったことを示すと言われている。 

 

６世紀から７世紀にかけて皇室の外戚となった蘇我氏は、磯長谷を奈良飛鳥

と並ぶ根拠地として支配した。この谷に蘇我氏の姻戚となる天皇（敏達、用明、

推古、孝徳）の御陵が集まり「王陵の谷」と呼ばれ、聖徳太子廟と併せて５つ

の陵墓が梅鉢の形に分布していることから「梅鉢御陵」の名で親しまれている。 

 

また石川の流域は、平安時代、石川源氏発祥の地で、総氏神の壺井八幡と、

著名な八幡太郎義家ら源氏の棟梁３代の墓と菩提寺の通法寺跡がある。 
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歴史豊かな太子町へのいざない 

 

（太子町教育委員会 生涯学習課ご提供） 
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仏陀寺古墳 



梅鉢御陵と関連する天皇の系図

皇統譜（欽明天皇～文武天皇） 伊賀宅子娘 ㊴

八角墳 梅鉢御陵 ㊳ 弘文天皇

天智天皇

広姫 太田皇女

（皇后）：蘇我系 ㉞ ㊶

石姫 押坂大兄 舒明天皇 遠智姫 持統天皇

㉚

㉙ 敏達天皇 ㉟ 　㊲

欽明天皇 茅渟王 斉明天皇 額田女王

竹田皇子 ㊱ ㊵ 十一皇女

㉝ 孝徳天皇

推古天皇 大津皇子

㉛ 太田皇女 ㊷

堅塩姫
キタシヒメ

用明天皇 聖徳太子 草壁皇子 文武天皇

㉜ ㊶

小姉君 崇峻天皇

穴穂部皇子 （藤ノ木古墳の被葬者？）

参考：梅鉢御陵

　敏達陵（５８５没）が梅山古墳になるまで、１４年間
（５９１）石姫（欽明の皇后）陵：太子西山古墳に敏達を合葬
ｃｆ．推古の改葬計画：推古は蘇我系を排除
推古元年（５９３）同母兄：用明を磐余から太子西山古墳に改葬
（６１２）堅塩媛（皇后扱い）を檜隈大陵：欽明陵に合葬
（６２０）夫：敏達を檜隈陵：梅山古墳に改葬 （大阪大学　髙橋照彦　説）

天武天皇

持統天皇

　磯長谷古墳群は宮内庁から治定されている天皇陵4基（敏達天皇陵・用明天皇陵・推古天皇陵・孝徳天皇陵）
と、　　　　聖徳太子廟など約30基からなる古墳群である。　前方後円墳の造営が終了した後の6世紀中頃から7
世紀中頃にかけてのものと見られる。　（ただし、敏達天皇陵は磯長谷では唯一：最後の前方後円墳である。）

　天皇陵4基と聖徳太子廟の5つの古墳は、梅の花びらになぞらえて「梅鉢御陵」（うめばちごりょう）と総称される。
なお、この地一帯は二上山山麓の斜面が幅広い谷地形を作っており、磯長谷と呼ばれている。
さらに皇族の陵墓が集中していることから、「王陵の谷」とも呼ばれる。

　梅鉢御陵は前方後円墳が終わり八角墳に移行する時期に当たり、諸説があるが蘇我氏の企画と推定される。
ここは蘇我氏の領地であり、新たな大王家の墓所として、大陸からの知識で新しい形を模索したのでは無いか。
費用の掛かる大型の前方後円墳を止めて、方墳そして最終的には、八角墳に移行した。

P－１2



歴代天皇（梅鉢御陵関連）の御陵と古墳の関連

古墳名 叡福寺北 五条野丸山 梅山 太子西山 春日向山 山田高塚 植山 忍阪段ノ塚 山田上ノ山車木ケンノウ 牽牛子塚 岩屋山

墳形 円墳（楕円） 前方後円 前方後円 前方後円 方墳 方墳 前方後円 八角墳 八角墳 円墳 八角墳 八角墳

宮内庁治定 聖徳太子 欽明 敏達 用明 推古 舒明 孝徳 斉明

御陵名 磯長陵
シナガノミササギ

畝傍陵墓参考地 檜
ヒノ

隈
クマノ

坂
　サカ

合
　アイノ

陵
　　ミササギ

河内
コウチノ

磯
シナガノ

長中尾
ナカノオノ

陵
　　ミサ

河内
コウチノ

磯
シナガノ

長原
ハラノ

陵
　　ミササ

磯
シナガノ

長山田
ヤマダノ

陵
ミササギ

国史跡 押
オシ

坂
サカノ

内
　ウチノ

陵
　　ミササ

大阪
オオサカノ

磯
　シ

長
ナガノ

陵
　ミサ

越智
オチノオカノエノ

崗上陵
ミササ

国史跡 国史跡

判定 ○ ○ ○ ○ ○

古墳の主 聖徳太子 欽明 敏達 石姫（欽明皇后） 用明 推古 空墓 舒明 孝徳 ？ 斉明 空墓

改葬

　　 磐余'(磐余池上陵)から改葬

　敏達陵（５８５没）が梅山古墳になるまで、１４年間

（５９１）石姫（欽明の皇后）陵：太子西山古墳に敏達を合葬

ｃｆ．推古の改葬計画：推古は蘇我系を排除

推古元年（５９３）同母兄：用明を磐余から太子西山古墳に改葬

（６１２）堅塩媛（皇后扱い）を檜隈大陵：欽明陵に合葬

（６２０）夫：敏達を檜隈陵：梅山古墳に改葬 （大阪大学　髙橋照彦　説）

敏達 敏達 

堅塩 堅塩 推古 推古 用命 

用命 

斉明 斉明 
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歴史年表と歴代天皇（梅鉢御陵関連） 梅鉢御陵（磯長谷：太子町）

代 天皇 在位期間 父 備考

御陵名 宮内庁治定 ｍ 考古学推定 ｍ

29 欽
キン

明
メイ

５３９～５７１ 継体天皇 前方後円 前方後円 五条野丸山古墳（坂合＝境（軽の地名）→大軽町）

梅山古墳 １４０ 五条野丸山古墳 ３１８ 檜隈坂合陵（五条野丸山古墳）には、２基の石棺

檜
ヒノ

隈
クマノ

坂
　サカ

合
　アイノ

陵
　　ミササギ

飛鳥 橿原市 612年（推古天皇20年）に堅塩媛を梅山古墳から改葬

30 敏
ビ

達
タツ

５７２～５８５ 欽明天皇 前方後円 前方後円 太子西山古墳は敏達の母（石姫）の墓とされる

太子西山古墳 ９３ 梅山古墳 １４０ 没後６年間埋葬されず（造営が中断？）

河内
コウチノ

磯
シナガノ

長中尾
ナカノオノ

陵
　　ミササ

河内 飛鳥 梅山古墳の説：６２０年（推古２８年１０月）西山古墳から

31 用明
ヨウメイ

５８５～５８７ 欽明天皇 方墳 大王墓として初の方墳、３段目ピラミッド状（平坦部無し）

穴穂部との子が聖徳太子（厩戸皇子） 春日向山古墳 ６３ｘ６０ 貼り石、円筒埴輪無し

河内
コウチノ

磯
シナガノ

長原
ハラノ

陵
　　ミササギ

河内 １０ｍの空堀、整った外堤

32 崇
ス

峻
シュン

５８７～５９２ 欽明天皇 小円墳 方墳 蘇我馬子によって殺される

天皇屋敷 １５ 赤坂天王山古墳 ４６ｘ４２

倉
クラ

梯
ハシノ

岡
　オカノ

陵
　　ミササギ

桜井 桜井

33 推古
スイコ

５９２～６２８ 欽明天皇 方墳（長方形） 方墳（長方形） 植山古墳から改葬（竹田皇子との合葬？）

山田高塚古墳 ６３ｘ５６ （改葬前）植山古墳 ４０ｘ２７ 濠、堤、貼り石、円筒埴輪無し　　2基の石棺？

磯
シナガノ

長山田
ヤマダノ

陵
ミササギ

河内 橿原市 ３段目ピラミッド状（先端やや平）

34 舒明
ジョメイ

６２９～６４１ 押
オシ

坂
サカノ

彦
　　ヒコ

人
　　ヒトノ

大
　　　オオ

兄
　　　エノ

皇子
　　　オウジ 八角墳 前方後円形 陵内の糠手姫皇女（母）押坂墓との合葬

（敏達の皇子） 忍阪段ノ塚古墳 ４２ 前方後円形（南北80m、東西110m）

押
オシ

坂
サカノ

内
　ウチノ

陵
　　ミササギ

桜井

36 孝
コウ

徳
トク

６４５～６５４ 茅渟王 八角墳 中大兄皇子らと不仲となり、難波宮で孤独のうちに

山田上ノ山古墳 ３０ 亡くなる

大阪
オオサカノ

磯
　シ

長
ナガノ

陵
　ミササギ

河内

35 皇
コウ

極
ギョク

６４２～６４５ 茅渟王

37 斉
サイ

明
メイ

６５５～６６１ 円墳 八角墳 岩屋山古墳から改葬した可能性がある

皇極の重祚 車木ケンノウ古墳 ４５ 牽牛子塚古墳 ２２ ４５ｍの八角墳

越智
オチノオカノエノ

崗上陵
ミササギ

飛鳥 飛鳥

聖徳
ショウトク

 太子
　タイシ

６２１没 用明天皇 円墳（楕円）

推古天皇の摂政 叡福寺北古墳 ５４ｘ４５ １基の石棺（母）と2基の乾漆棺（太子、妻）

磯長陵
シナガノミササギ

古墳／墳形・場所
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